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第Ｉ章序鎗

第１節研究の背景

近年,未利用の有機物資源を有効に再利用することは，

地球上の有限資源の枯渇対策や末利用資源の廃棄に伴う

環境汚染防止の観点から，世界的な命題となっている．

特に自給率が低く，食料など多くの有機物資源を輸入に

依存する我が国では，［バイオマス・ニッポン］の国策

（水口’2003）や［バイオマス推進立県千葉］（千葉県，

2002）などの県施策が示すように，未利用有機物のリ

サイクルは萌要な課題と位低づけられている．未利用有

機物資源の多くは，農林業系の中から，水質系残涜，作

物残液,家畜俳池物などとして産HPIされており（千葉県，

2002；中野。2004)，循環型社会をこれまで以上に促進

させるためには。これら農林業系の未利用有機物の有用

資源への変換技術やその利用技術の開発，これらの技術

集積による用途の多様化が，今後，益々瞳要になるもの

と考えられる．このような研究ニーズから，最近では農

林業系から産出される末利用有機物のエネルギー利用や

マテリアル化（三崎，２００４；薬師堂，２００４；市川，２００５

；加瀬・坂本，2008）など，従来の農林業分野を超え

た新技術の研究も進められている．

現在，家畜俳池物のバイオマス産州量は農林業系の未

利用有機物資源の中でも大きな割合を占めており（千葉

県，２００２；生霊ら，2007)，その利用技術の開発がバイ

オマスリサイクルの研究分野における主要課題となって

いる．また，我が国では，食料と並んで家畜飼料を輸入

に大きく依存しているため，国内全体の窒素収支が収入

超過になり，農地の単位面積当たりの窒素輸入量

（130ｋｇｈａ･'’1990年）では世界１位となっている（原

田，1999)．この国外からの飼料を家畜が消費した結果，

必然的に家畜俳池物による窒素負荷の増大が起こり，近

年では畜産地帯を中心とする農地の窒素過多が慢性化し

ている．このため，家畜俳池物を全て堆肥として農地に

還元する従来的な循環システムは，堆肥を国内の農地に

均等に配分できたとしても，窒素収支の点からみると，

大きな問題を抱えたリサイクル法となっている．

家畜排池物を堆肥として利用する方法には，このよう

な根源的な問題に加えて堆肥化物の容積が大きく嵩張る

ことや臭気の発生を伴うなどの特性から，広域輸送が難

しい側面がある．臭気が強くハンドリングに難点がある

家畜排池物に関しては，上記の点がさらに困難になる．

１

広大な面積の農地を有する米国でも，家畜排池物の適性

な配送範閉は，経済的な理由なども加わって数ｋｍとさ

れている（ＳｔｉｍｓａｎｄＷｏｌｆ，1994)．このような状況を

考えると，家畜排池物及び堆肥化物には，適正量を超え

た施用によって近隣農地の窒素負荷を増大させる危険性

が潜在的にあると言える．以上のことが顕在化したと考

えられる結果として，近年，国内の農村地帯において畜

産が起源と推定される硝酸汚染（熊海，１９９９；西尾，

2005；真行寺ら，2006)，大気中のアンモニア濃度の上

昇や窒素沈着戯の増加（長田，２００２；賛示戸ら，2006）

などが認められている．これは，前述の理由などから，

地域で偏在する多赴の家畜俳池物の広域リサイクルが円

滑に進まないことを裏付けていると考えられる．実際，

近年における国内の堆肥生産量は増大傾向(武田,2007）

にある一方，農家による堆肥の使用量については，むし

ろ減少傾向（猪股，2002）にあり，余剰の家畜排池物

や堆肥の発生が改善される見通しがつかない状況にあ

る．

このような従来の堆肥による再資源化法だけでは，家

畜排池物の余剰問題や環境負荷の問題が解決できないこ

とに対する対策として，家畜排池物を炭化物や灰化物に

して肥料利用するなどの方法（薬師堂，２００３；畑ら，

2007）が補完技術として提案されている．以上の技術

は，これまで採算ベースに乗るものではなかったが，最

近の肥料価格の高騰によって，利用できる可能性が以前

に比べて高まっている．また，リン鉱石やカリ鉱布など

の天然資源がない我が国では（安藤，1983)，これらの

肥料成分を豊富に含む家畜俳池物が将来の重要なリサイ

クル資源となる可能性が高いと考えられる．このような

背擬に加えて，本研究で取り上げた家畜ふん炭化物には

家畜排池物の再利用の形態として，以下に示す利点が考

えられる．すなわち，ｉ）家畜ふん炭化時の熱分解で発

生する油分などがエネルギー利用できる可能性

（Lehmann，2007a）がある，ｉｉ）家畜ふん炭化物は，

堆肥などの有機物の施用に比べて土壌中の炭素貯留（犬

伏，2008）期間が長くなり，大気の二酸化炭素の低減

に貢献すると苓えられる（LehmaUm，2007a)．iii）炭

化の際に窒素が郷散して炭化物中の残存窒素の可給性も

低下（牧ら，2009）するため，多量の農地還元を行っ

ても窒素による地下水汚染の危険性が小さいと予測され

る．ｉｖ）炭化によって原料の家畜ふんの容積が大幅に縮

減（浦野ら，1999）されるため，輸送や保管及び散布






